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博士論文審査及び最終試験の結果 

 

審査委員（主査） 五十嵐孔一 印 

 

 

学位申請者   金 恵珍（キム・ヘジン） 

 

論 文 名   動詞由来名詞を含む複合名詞に関する日韓対照研究  

―動作性と意味解釈を中心に―  

 

【 審 査 結 果 】  

金恵珍氏から提出された博士学位請求論文“動詞由来名詞を含む複合名詞に関する日韓

対照研究―動作性と意味解釈を中心に―”について、論文審査と口述による最終試験 (公開

審査 )の結果、審査委員会は全員一致で同氏に博士 (学術 )の学位を授与することが適当であ

るとの結論に達した。  

なお、最終試験は 2023 年 2 月 20 日 (月 )1 4 時 30 分 か ら 約 2 時 間 を か け て 、 Zoom

に よ る オ ン ラ イ ン で 実 施 さ れ た 。 審 査 委 員 会 は 、 五 十 嵐 孔 一 (主 査 )、 南潤珍 (主任

指導教員 )、風間伸次郎、趙義成、早津惠美子 (名古屋外国語大学世界教養学部国際日本学科

教授、東京外国語大学名誉教授 )の 5 名から構成された。 

 

【 論 文 の 構 成 】  

本 論 文 の 構 成 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

Ⅰ  序 論  

第 1 章  は じ め に  

第 2 章  動 詞 の 名 詞 化 と 動 作 性  

Ⅱ  本 論  

第 3 章  [ V＋ N ]型 複 合 名 詞 の 動 作 性  

第 4 章  [ N＋ V ]型 複 合 名 詞 の 語 構 成 と 動 作 性  

第 5 章  [ N＋ V ]型 複 合 名 詞 に お け る 意 味 解 釈 の メ カ ニ ズ ム  

第 6 章  そ の 他 [ P r e f＋ V ] [ A d＋ V ] [ A＋ V ]型 複 合 名 詞 の 動 作 性  

Ⅲ  結 論  

第 7 章  お わ り に  
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【 論 文 の 概 要 】  

日 本 語 と 韓 国 語 の 動 詞 に 由 来 す る 名 詞 を 含 む 複 合 名 詞 の 中 に は 機 能 動 詞 (日

本 語 は「 す る 」、韓 国 語 は「하다 ( h a t a )」)と 共 起 で き る 例 が 存 在 す る 。機 能 動 詞

と 共 起 す る 名 詞 は「 広 い 意 味 で の 動 作 性 (行 為 ・ 過 程 ・ 状 態 ・ 現 象 )の 名 詞 」と 考

え ら れ る 。本 論 文 は こ の 動 作 性 に 注 目 し 、日 本 語 と 韓 国 語 に お け る 動 詞 由 来 複 合

名 詞 が 動 作 性 名 詞 と な る 意 味 的 ・ 文 法 的 条 件 に つ い て 論 じ た も の で あ る 。  

各 章 の 内 容 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

Ⅰ  序 論 の 第 1 章 で は 研 究 の 目 的 と 研 究 対 象 及 び 研 究 方 法 を 明 ら か に し 、先 行

研 究 に お け る 動 詞 由 来 複 合 語 の 語 構 成 に つ い て 概 観 し て い る 。 第 2 章 で は 両 言

語 に お け る 動 詞 の 名 詞 化 (日 本 語 の 動 詞 連 用 形 名 詞 と 韓 国 語 の 動 詞 派 生 名 詞 )と

動 作 性 に つ い て 概 観 し 、本 論 文 に お け る 動 作 性 と い う 概 念 を 語 彙 的・文 法 的 な 性

質 の 側 面 か ら 定 義 し た う え で 、 動 作 性 名 詞 の 判 断 基 準 を 提 示 し た 。  

Ⅱ  本 論 に は 第 3 章 か ら 第 6 章 が 含 ま れ て い る 。  

ま ず 、 第 3 章 で は [ V＋ N ]型 複 合 名 詞 に つ い て 考 察 し て い る 。 日 本 語 で は 「 寄

り 道 」 「 回 り 道 」 、 韓 国 語 で は 「 지름길 ( c i l u m - k i l； l i t . 突 っ 切 り - 道 → 近 道 )」
「갈림길 ( k a l l i m - k i l；分 か れ -道 )」な ど の 例 が あ る 。ま ず 、先 行 研 究 を 概 観 し 、両

言 語 に お け る [ V＋ N ]型 複 合 名 詞 の 動 作 性 に つ い て 考 察 し た 。そ の 結 果 、日 本 語 で

は [ V＋ N ]型 複 合 名 詞 の 内 部 構 造 が 修 飾 関 係 だ け で な く 、 項 関 係 に も 現 れ る た め

動 作 性 を 帯 び る こ と が あ る が 、 韓 国 語 の [ V＋ N ]型 複 合 名 詞 の 内 部 構 造 は 修 飾 関

係 に の み 現 れ る た め 、動 作 性 を 帯 び る こ と が な い こ と を 明 ら か に し た 。ま た 、日

本 語 母 語 話 者 (3 0 名 )の ア ン ケ ー ト 調 査 か ら 、 日 本 語 の [ V＋ N ]型 複 合 名 詞 に は 動

作 性 名 詞 及 び 非 動 作 性 名 詞 だ け で な く 、 こ れ ら の 中 間 的 存 在 と 言 え る 準 動 作 性

名 詞 が あ る こ と を 確 認 し た 。 こ れ は 日 本 語 の [ V＋ N ]型 複 合 名 詞 の 動 作 性 に は 連

続 的 段 階 性 が あ り 、よ り 動 作 性 名 詞 に 近 い も の と 、よ り 非 動 作 性 名 詞 に 近 い も の

が あ る こ と を 示 唆 し て い る 。  

第 4 章 で は [ N＋ V ]型 複 合 名 詞 に つ い て 考 察 し て い る 。日 本 語 で は「 花 見 」「 羊

飼 い 」、韓 国 語 で は「 달맞이 ( t a l - m a c； l i t .月 -迎 え→月 見 )」「눈싸움 ( n w u n - s s a w u m  

l i t .雪 -戦 い → 雪 合 戦 )な ど で あ る 。 先 行 研 究 を 概 観 し 、 両 言 語 に お け る [ N＋ V ]型

を 前 項 名 詞 と 後 項 名 詞 の 文 法 的 関 係 か ら「 主 語 -述 語 」「 目 的 語 -述 語 」「 副 詞 語

/付 加 語 -述 語 」の 3 つ の 類 型 に 分 け て 考 察 し た 。そ の 結 果 、日 本 語 で は 全 て の 類

型 で 動 作 性 を 帯 び る こ と が あ る が 、韓 国 語 で は「 目 的 語 -述 語 」「 副 詞 語 /付 加 語

-述 語 」 の 類 型 に お い て の み 動 作 性 を 帯 び る こ と が で き 、 特 に 「 副 詞 語 /付 加 語 -

述 語 」 型 で は 「 必 須 的 副 詞 語 -述 語 」 の 項 関 係 に あ る 場 合 に 限 り 、 動 作 性 を 帯 び

る こ と を 明 ら か に し た 。 つ ま り 、 日 本 語 で は 項 関 係 に あ る か 否 か に か か わ ら ず 、
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前 項 名 詞 と 後 項 動 詞 の 関 係 に よ っ て 動 作 性 を 帯 び る の に 対 し 、 韓 国 語 で は 項 関

係 に あ る 場 合 に の み 、 動 作 性 を 帯 び る の で あ る 。  

第 5 章 で は 意 味 転 移 の 観 点 か ら 、 複 合 名 詞 に 意 味 転 移 が 起 き る と そ の 動 作 性

が 消 え 、実 体 性 の 意 味 を 表 す よ う に な る と い う「 意 味 転 移 仮 説 」を 立 て 、動 作 性

名 詞 が 実 体 性 名 詞 と し て 解 釈 さ れ る メ カ ニ ズ ム を 提 示 し た 。つ ま り 、[ N＋ V ]型 複

合 名 詞 (日 本 語 で は「 舵 取 り 」、韓 国 語 で は「 고기잡이 ( k o k i - c a p i； l i t .魚 -と り→漁

労 、 漁 師 )」 )は 後 項 動 詞 (取 る /잡다 ( c a p t a；と る ) )の 項 (動 作 主 、 対 象 )の う ち 、 複

合 名 詞 の 内 部 で 満 た さ れ て い な い 項 (動 作 主 )の 意 味 と し て 解 釈 さ れ る の で あ る 。

ま た 、 実 体 性 だ け を 表 す 非 動 作 性 名 詞 に も 同 じ 意 味 解 釈 の メ カ ニ ズ ム が 適 用 で

き る こ と を 確 認 し た 。一 方 、両 言 語 の [ N＋ V ]型 複 合 名 詞 で 動 作 性 名 詞 で あ り な が

ら 実 体 性 名 詞 と し て 共 存 で き る 例 は「 動 作 主 、道 具 、結 果 」の 意 味 と し て 解 釈 さ

れ る が 、実 体 性 名 詞 と し て だ け 用 い ら れ る 非 動 作 性 名 詞 の 例 は ほ ぼ「 動 作 主 、道

具 、道 具・場 所 、対 象 、結 果 」の 意 味 と し て 解 釈 さ れ た 。こ の 中 で「 道 具・場 所 、

対 象 」の 意 味 は 非 動 作 性 名 詞 に の み 現 れ る 。ま た 、こ れ ら の 後 項 要 素 に は ほ と ん

ど 三 項 動 詞 が 来 る 。 日 本 語 で は 後 項 要 素 が 三 項 動 詞 の 場 合 で も 前 項 要 素 が 「 場

所 」と し て 解 釈 さ れ る 場 合 に は 動 作 性 を 帯 び る こ と が あ る が 、韓 国 語 で は 後 項 要

素 が 三 項 動 詞 で あ る 場 合 に は 動 作 性 を 帯 び る こ と が で き ず 、 実 体 性 の 意 味 だ け

を 持 つ よ う に な る 。こ の こ と か ら 、韓 国 語 で は 後 項 動 詞 の 内 項 が 複 合 語 内 で 全 て

満 た さ れ た と き に の み 動 作 性 を 帯 び る こ と が で き る こ と が 分 か る 。  

第 6 章 で は [ P r e f＋ V ]型 、[ A d＋ V ]型 、[ A＋ V ]型 の 複 合 名 詞 の 動 作 性 に つ い て 考

察 し た 。日 本 語 と 韓 国 語 の 例 は 、[ P r e f＋ V ]型 に は「 相 乗 り 」「 大 急 ぎ 」や「 늦잠 ( n u c -

c a m；l i t .遅 -寝→寝 坊 )」「 선걸음 ( s e n - k e l u m；l i t .生 半 可 な -歩 き→出 か け た つ い で )」、

[ A d＋ V ]型 に は 「 う た た 寝 」 「 但 し 書 き 」 や 「 높이뛰기 ( n o p h i - t t w i k i； l i t .高 く -跳

び→高 跳 び )」、そ し て [ A＋ V ]型 に は「 厚 着 」「 幼 馴 染 み 」や「 어슷썰기 ( e s u s - s s e l k i

； l i t .斜 め 気 味 -切 り → 斜 め に 切 る こ と )」 な ど で あ る 。 [ P r e f＋ V ]型 は 両 言 語 で 後

項 要 素 が 動 作 性 名 詞 と し て 現 れ る こ と が 多 い た め 、 [ P r e f＋ V ]型 そ の も の が 動 作

性 を 帯 び る と は 考 え に く い 。 [ A d＋ V ]型 と [ A＋ V ]型 に つ い て は 、 日 本 語 で は [ A d

＋ V ]型 の 生 産 性 が や や 落 ち る も の の [ A＋ V ]型 が 発 達 し 、 動 作 性 名 詞 を 主 に 形 成

す る 。こ れ に 対 し 、韓 国 語 で は [ A＋ V ]型 は ほ と ん ど 生 産 性 が 無 い が 、 [ A d＋ V ]型

が 発 達 し 、主 に 動 作 性 名 詞 を 形 成 す る 点 が 特 徴 的 で あ る 。両 言 語 の [ A d＋ V ]型 の

考 察 か ら 、 後 項 要 素 に 非 能 格 動 詞 が 現 れ る と き は 動 作 性 を 帯 び に く い こ と が 分

か っ た 。と こ ろ で 、日 本 語 の [ A＋ V ]型 の 後 項 要 素 に は 自 動 詞 だ け で な く 他 動 詞 も

現 れ 、動 詞 の 種 類 に か か わ り な く 動 作 性 を 帯 び て い る 。こ の こ と か ら 、日 本 語 の

[ A＋ V ]型 は 動 作 性 名 詞 の 語 形 成 に お け る 意 味 ・ 文 法 的 な 制 約 か ら 比 較 的 自 由 で
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あ る こ と が 分 か る 。  

Ⅲ  結 論 の 第 7 章 で は 研 究 成 果 を ま と め 、本 論 文 の 意 義 と 今 後 の 課 題 に つ い て

述 べ て い る 。本 論 文 の 考 察 か ら 、 動 詞 由 来 複 合 名 詞 が 動 作 性 を 帯 び る た め に は 、

日 本 語 で は 構 成 要 素 の 動 詞 の「 対 象 」以 外 の 内 項 が 複 合 語 内 で 全 て 満 た さ れ な け

れ ば な ら ず 、 韓 国 語 で は 構 成 要 素 の 動 詞 の 内 項 が 複 合 語 内 で 全 て 満 た さ れ な け

れ ば な ら な い こ と が 明 ら か に な っ た 。 日 本 語 の 動 詞 由 来 複 合 名 詞 は 動 詞 由 来 複

合 語 の 語 構 成 の 制 約 か ら 比 較 的 自 由 で あ る が 、 韓 国 語 の 動 詞 由 来 複 合 名 詞 は 主

要 部 の 動 詞 の 外 項 以 外 の 必 須 項 、 す な わ ち 内 項 は 複 合 語 内 で 全 て 満 た さ れ な け

れ ば な ら な い と い う 動 詞 由 来 複 合 語 の 語 形 成 規 則 に 従 う と き に 動 作 性 を 帯 び る

こ と が で き る と 言 え る 。そ し て 、動 作 性 と 意 味 転 移 と い う 観 点 か ら 日 本 語 と 韓 国

語 の 動 詞 由 来 複 合 名 詞 を 考 察 す る こ と に よ り 、 複 合 名 詞 の 類 型 お よ び 前 項 要 素

と 後 項 要 素 の 意 味 ・ 文 法 的 関 係 が 複 合 名 詞 の 動 作 性 や 意 味 を 決 め る 重 要 な 要 素

で あ る こ と を 明 ら か に し た 。  

動 作 性 と 意 味 転 移 と い う 観 点 は 、従 来 は 無 か っ た ア プ ロ ー チ で あ る 。動 詞 由 来

複 合 名 詞 の 語 形 成 と 意 味 解 釈 の メ カ ニ ズ ム を 、 こ の 新 し い 観 点 か ら 考 察 し た と

こ ろ に 本 論 文 の 意 義 が あ る と 言 う こ と が で き る 。た だ し 、本 論 文 で は [ V＋ N ]型 と

[ N＋ V ]型 が 主 な 考 察 対 象 で あ り 、[ P r e f＋ V ] [ A d＋ V ] [ A＋ V ]型 に つ い て は 例 が 十 分

に 集 ま ら ず 、使 用 頻 度 も 低 い た め 動 作 性 の 判 断 が 困 難 な と こ ろ が 認 め ら れ る 。ま

た 、 本 論 文 で 提 示 し た [ N＋ V ]型 を 中 心 に し た 意 味 解 釈 の メ カ ニ ズ ム は [ N＋ V ]型

以 外 に も 適 用 の 可 能 性 が あ る 。さ ら に 、本 論 文 の 対 象 外 だ っ た [ V＋ V ] (動 詞 +動 詞

の 名 詞 形 )型 に お い て も 同 一 の 意 味 解 釈 の メ カ ニ ズ ム が 適 用 し 得 る こ と が 予 想 さ

れ る 。 こ れ ら に つ い て は 今 後 の 課 題 で あ る 。  

 

【 審 査 の 概 要 】  

審 査 で は は じ め に 金恵珍氏により提出論文の概要説明があり、その後、各審査委員と

の質疑応答が行われた。  

本論文の内容について、審査委員が高く評価できるとした点には次のようなものがある。 

(1) 本論文の主要概念である複合名詞、動詞由来名詞などに関する国内外の先行研究を非

常に幅広く読みこなし、研究の基盤を着実にしている。また、日本語と韓国語のデータ

ベースを駆使し、豊富な資料を対象とするとともに、各言語の母語話者に綿密なインタ

ビューを行って検討を進めており、得られた結論は強い説得力がある。  

(2) 用例を綿密に、かつ丁寧に分析し、動作性の有無とその理由を明らかにしている。さら

に、両言語で動作性を帯び得るタイプを分類し、細かい条件を詳細に論じており、その

結果は今後の外国語教育にも有益だと思われる。  
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(3) 従来の対照研究では翻訳資料を扱うことが多かったが、本論文では各言語の資料を対

象に分析し、そこから得られた結論を対照する方法で研究を進めている。客観性があり、

より信頼できる結果であり、今後の対照研究の一つの模範となり得る。  

 

一 方 で 、以 下 の よ う な 点 が 改 善 す べ き 点 、あ る い は 検 討 を 要 す る 点 と し て 指 摘

さ れ た 。  

( 1 )  結 論 の 導 き 方 が 論 理 的 で な い と こ ろ が 散 見 さ れ る 。事 実 の 説 明 か ら 結 論 に 至

る 過 程 で 、 そ の 必 然 性 に 対 す る 記 述 を 論 理 的 に 展 開 す る 必 要 が あ る 。  

( 2 )  本 論 文 で は か な り 多 く の 考 察 内 容 を 読 ま な い と 最 後 ま で 結 論 が 分 か ら な い

構 成 と な っ て お り 、ま ず 結 論 を 示 し て か ら 議 論 を 展 開 す る 、と い っ た ト ッ プ ダ

ウ ン 式 の 論 述 の 方 が 論 文 の 読 み や す さ を よ り 向 上 さ せ た の で は な い か と 判 断

さ れ る 。  

( 3 )  主 要 な 用 語 の 定 義 が 不 十 分 な も の が い く つ か 見 ら れ る 。例 え ば 、「 語 彙 的 な

意 味 」 と 「 カ テ ゴ リ カ ル な 意 味 」 と の 区 別 が 不 明 瞭 で あ る こ と 、 「 意 味 転 移 」

の 定 義 が か な り 後 部 に 現 れ て お り 、「 意 味 変 化 」と 混 乱 し や す い こ と な ど が あ

げ ら れ る 。  

( 4 )  コ ー パ ス に は w e b に 書 か れ た も の も 資 料 と し て 含 ま れ て お り 、 そ の 用 例 の

適 切 性 に つ い て 、 よ り 慎 重 に 検 討 す る 必 要 の あ る も の が あ っ た 。  

 

公 開 審 査 に お い て は 、以 上 の よ う な 評 価 す べ き 点 、そ し て 改 善 す べ き 点 や 検 討

を 要 す る 点 が 指 摘 さ れ た 。金恵珍氏からは質問に対して詳しい説明がなされ、分からな

い点については今後の研究課題として取り組んでいきたいとの誠実な回答が得られた。総

合的には本論文が学位論文として学術的に非常に重要な成果を含んでおり、本学の博士学

位論文の評価基準を満たしていることが認められた。  

公開審査終了後、博士論文の審査および最終試験の結果から、審査委員会は全員一致で、

提出された論文が本学の博士学位論文としての評価基準を十分に満たしていることを確認

し、金恵珍氏に博士 (学術 )の学位を授与することが適切であるとの結論に達した。  

 

 


